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学習・教育目標と

JABEE基準との対応

記号 キーワード 目　標

◎

○ ◎

◎

基礎工学 ◎

専門工学 ○ ◎

◎

◎ ○

○ ◎

○ ○ ○ ◎

◎

○ ◎

○ ◎ ◎ ○

○ ○ ○ ◎

JABEE基準1の(1)

数学，自然科学
および情報技術
に関する知識と
それらを応用で

きる能力

基礎工学の内容
は①設計・システ
ム系科目群，②
情報・論理系科
目群，③材料・バ
イオ系科目群，
④力学系科目
群，⑤社会技術
系科目群の5群
からなり，各群か
ら少なくとも1科
目，合計最低6科
目についての知

識と能力

地球環境や人間社会と技術との調和
を視野に入れて人類の幸福を考え，
技術者倫理を理解し，責任ある行動
のとれる技術者の育成

生産の現場に不可欠な実践的かつ専
門的な知識と技術を有する技術者の
育成

専門工学(工学
(融合複合・新領
域)における専門
工学の内容は申
請高等教育機関
が規定するものと
する)の知識と能

力

いくつかの工学
の基礎的な知

識・技術を駆使し
て実験を計画・遂
行し，データを正
確に解析し，工学
的に考察し，かつ
説明・説得する能

力

工学の基礎的な
知識・技術を統合
し，創造性を発揮
して課題を探求
し，組み立て，解

決する能力

与えられた制約
の下で計画的に
仕事を進め，ま
とめる能力

自ら問題を発見・解決する能力を備
え，生涯に亘って自ら学ぶことのでき
る自己啓発型技術者の育成

産業社会におけるグローバル化に対
応するため，正しい日本語で表現(記
述・口述・討論)し，かつ国際的に通用
するプレゼンテーション能力を持つ技
術者の育成

複雑で多岐に亘る工業技術分野に貢
献できる技術を有し，学際領域にも対
応できる能力を備えた技術者の育成
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人類の幸福

工学基礎知
識の修得

専門的知識
の充実

コミュニ
ケーション

能力

技術の発展

(E-1)専門領域および複合領域の専門知識
を統合して，目的を達成するための問題
解決とデザインに寄与できる。(挑戦)

(E-2)技術分野の問題を理解し，自主的継
続的に学びながら，開発・研究を行って
ゆくことができる。(創造，研究)

地球的視点から
多目的に物事を
考える能力とそ

の素養

技術が社会や自
然に及ぼす影響
や効果，および
技術者が社会に
対して負ってい
る責任に関する
理解(技術者倫

理)

(C-1)得意とする専門分野の問題を解決す
ることができる。(自立)

(C-2)実験・実習科目を通して実践的な知
識を身に付ける。

(C-3)企業での実体験などをもとに，地域
や社会の要求している内容を理解でき
る。(協働)

(C-4)限られた時間内で，個別に，あるい
はチームワークによって，技術的な課題
や問題を発見し解決することができる。
(協働・挑戦)

(D-1)正しい日本語で表現(記述・口述・
討論)することができる。

(B-2) 基礎工学と専門基礎
の知識や技術を修得し，基
本的な現象やシステムにお
ける問題の解析や説明がで
きる。

学習・教育目標

B

(A-1)自国と他国の社会と文化の違いを認
め，健全で多様な価値観を理解できる。
(健康・誠実)

(A-2)技術者倫理を理解し，技術者として
責任ある行動をとることができる。(責
任)

具体的な目標

(B-1)数学，自然科学および情報技術に関
する基本的知識を修得できる。

(D-2)英語によるコミュニケーションに必
要な基本的能力を身に付ける。

(工学)技術者が
経験する実務上
の問題点と課題
を理解し，適切に
対応する基礎的

な能力

種々の科学，技
術および情報を
利用して社会の
要求を解決する
ためのデザイン

能力

日本語による論
理的な記述力，
口頭発表力，討
議等のコミュニ

ケーション能力お
よび国際的に通
用するコミュニ

ケーション基礎能
力

自主的，継続的
に学習できる能

力
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